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２ＳＫ１５３０／低周波電力増幅用 ＭＯＳＦＥＴ

絶対最大定格
Ｖｄｓｓ・・・・・２００Ｖ （ドレイン／ソース間の最大電圧）
Ｉｄ・・・・・・・・１２Ａ （最大電流）
Ｐｄ・・・・・・・１５０Ｗ （プッシュプルで使うと ２００Ｗは可能）
Ｙｆｓ・・・・・・ ５．０ Ｓ （パワーMOS FET の利得を表す）

大きい方がゲインが取れる
Ｃｉｓｓ・・・・・９００ｐｆ （入力容量、結構大きい）
Ｃｏｓｓ・・・・１８０ｐｆ （出力容量）

アンプユニットに用いた増幅素子の定格





リニアアンプユニットの仕様

・使用デバイス・・２ＳＫ１５３０ P.P （低周波電力増幅用ＭＯＳＦＥＴ）

・供給電圧・・・・・６３Ｖ（スイッチング電源を３台直列に使用する）

・最大出力・・・・・２００Ｗを目標とする

（ドライブ電力は６W。ドレイン電流は6A以上）

・２ＳＫ１５３０は低周波用デバイスですが7MHzでもゲインが採れ、

ＮＦＢも充分掛けることが出来る回路内容とする。



バイアスを個々にかけたプッシュプル回路



基板はアイランド方式で作る



入力・出力トランスはパッチンフィルターのコアを利用する





ケースの背面と底面に換気ファンを設置する



ケースの底面に作った外気取入れ口



ケース背面に排気ファンを設置する



ヒートシンクの下に外気取入れファンが入っている



電圧 63.8 vを供給する スイッチィング電源



３台のスイッチィング電源を直列にする





完成したアンプユニット



アンプ基板での出力



7MHzトランスバータの内部 (アンプ回路を内蔵している)



トランスバータに外部アンプユニットを接続する



トランスバータ のアンテナ端子での出力
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・AFオシレーター入力及び KURANISHI ダミーロードパワー計(RW-155D)にて計測する

７ＭＨｚ トランスバータ の出力実測値



TSSへの保証願書



-----Original Message----- 

From: TSS Information Center <cqinfo@tsscom.co.jp>  

Sent: Tuesday, September 27, 2022 10:46 AM 

To: muroyaf@mx5.canvas.ne.jp 

Subject: Re: 再送: 固定局 無線設備の変更の保証願い 

 

室家 史典  様 

 

このたびは保証をご利用いただき誠に有難うございます。 

 

さて、お申込みいただきました保証は、令和 4 年 9 月 22 日付 34298001 

で実行し、所管の総合通信局へ提出いたしましたことをお知らせ 

いたします。 

 

以上、よろしくお願いいたします。 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

あなたのアマチュア無線を応援します！   

ＴＳＳ株式会社 保証事業部 

〒101-0051 

東京都千代田区神田神保町 3-11-1 

Tel:03-6261-3686 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

TSSからの保証連絡








